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次
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よ
う
に
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記
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た
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選
挙
名
：「
衆
院
選
」（
衆
議
院
議
員
総
選
挙
）、「
参
院
選
」（
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
）、「
都
知
事
選
」（
東
京
都
知
事
選
挙
）、「
都

議
選
」（
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
）、「
県
議
選
」（
県
議
会
議
員
選
挙
）、「
市
長
選
」（
市
長
選
挙
）、「
市
議
選
」（
市
会
議
員
選
挙
）、

な
ど
。

　

政
党
名
：「
自
民
」（
自
由
民
主
党
）、「
立
民
」（
立
憲
民
主
党
）、「
国
民
」（
国
民
民
主
党
）、「
維
新
」（
日
本
維
新
の
会
）、「
共
産
」

（
日
本
共
産
党
）、「
れ
い
わ
／
れ
い
」（
れ
い
わ
新
選
組
）、「
社
民
」（
社
会
民
主
党
）、「
都
民
フ
ァ
」（
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
）、

「
民
主
」（
民
主
党
）、「
民
進
」（
民
進
党
）、「
希
望
」（
希
望
の
党
）、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
／
Ｎ
党
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
裁
判
し
て
る
党
弁
護
士
法

七
二
条
違
反
で
）、
な
ど
。
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